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福
崎
町
教
育
委
員
会 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

開催中！！ 
１２/２（日） 
まで 

◯会場 
　歴史民俗資料館 

◯１１月の休館日 
　５日、１２日、１９日 
　２６日 

◯開館時間 
　９:００～１６:３０ 

　父松岡操に「あまりにも早過ぎる」と
言われた松岡静雄の生き方は、学問の上
にも現れました。松岡静雄の展開した学
問を再評価し、人文・社会系学問の未来
を考えます。 
日時：１１月１７日（土）１３：３０～１５：００ 
講師：石井正己さん 

（柳田國男・松岡家記念館顧問、
　東京学芸大学教授） 

場所：歴史民俗資料館２階 

松岡静雄生誕１４０年記念展　記念講演 
「あまりにも早過ぎた松岡静雄の学問」 

播但一揆で使われたと 
伝わる竹槍 明治のころの神崎郡役所 

１１ 

　柳田國男の弟で、海軍大佐でありな
がら幅広い学問を修めた松岡静雄はど
のような人物だったのか。どのように
学問に取り組んだのか。静雄の代表的
業績のひとつ、南洋研究を手がかりに、
この問題を考えていきます。 
日時：１１月１０日（土）１４：３０～１６：００ 
講師：井上舞さん 
　　　（神戸大学大学院人文学研究科
　　　　特命助教） 
場所：歴史民俗資料館２階 

連続講座④「松岡静雄の学問」 
～南洋研究について～ 

　平成３０年（２０１８）は明治元年（１８６８）から起算して満１５０

年にあたります。明治時代、日本は外国との交流が増え、

国家の「殖産興業」「富国強兵」政策や人々の気運も高まり、

近代化が大きく進みました。その波は、明治の早い段階に

福崎にも訪れます。地名の変化や郡役所の開設、鉄道、学

校教育など様々なものから近代化の様子を伺うことができ

ます。 

　本展では、明治期の福崎の歴史をふりかえるとともに、

幕末から明治にかけて活躍した福崎ゆかりの人々も紹介し

ます。明治の福崎の歩みをご覧ください。 

松岡源之助胸像 
明治の振袖 

兵庫県管下国・郡・ 
大字地図作成雛型 

入場無料 
申込不要 

入場無料 
申込不要 



特別展示 
開催中！ 

　江戸時代、姫路から　川へ移り住んだ三木家は、３代善政から８代通済までの

６代の間、姫路藩の大庄屋を務め、地域行政の中心的な役割を果たしました。そ

の一方で、三木家では代々の当主によって豊かな学芸の家風が育まれました。な

かでも、７代当主・通深は３４歳の短い生涯でありながら、天分に恵まれ、数代に

わたる学芸の集大成ともいえる逸材でした。通深は大庄屋の職務のかたわら、多

くの風雅の友をもち、文化面においても精力的に活動しました。 

　本展では、三木家に伝わる資料の中から、通深の多才な作品や文化人との交流

を示す書簡などを紹介し、好学の当主が地域文化において果たした役割をふりか

えります。 

会　　期　１２月２日（日）まで 
開館時間　９:００～１６:３０（入館は１６:００まで） 
１１月の休館日　５日・１２日・１９日・２６日 

通深１０歳の作品 

通深８歳の作品 

１２ 

①三木家入門講座②　「三木家住宅と三木家の人々～三木通深のことなど～」 
特別展示にちなんで７代当主・三木通深を中心に三木家の人々のお話です。 
三木家の基礎知識を楽しく学べる講座です。 
日　時：１１月１１日（日）１３:３０～１５:００　無料・申込不要 
講　師：岩井忠彦さん（神戸医療福祉大学客員教授） 

②幸せ運ぶ「つのなす」工作　※時間内参加可。先着５０人 
福崎町の特産品「つのなす」は黄色い実で幸せ運ぶ縁起物です。 
目鼻口を描いてキツネを作ります。 
日　時：１１月１８日（日）１０:００～１２:００　無料・申込不要 
講　師：福崎切り花部会のみなさん 

③「三木家de播磨ふるさと写真展」 
入賞、入選、賛助作品を合計３１点展示します。自然や文化等のふるさと写真です。 
会　　期：１２月７日（金）～１２月１６日（日）　無料 
開館時間：９:００～１６:３０（入館は１６:００まで） 
開 館 日：会期中の全日 

 
 
開館時間：９:００～１６:３０ 
入 館 料：無料 
休 館 日：月曜日、祝日の翌日 

後素雑費籍 請評文草 

～柳田國男・松岡家記念館からのお知らせ～ 

「奉職履歴」（右）と 
静雄ゆかりの望遠鏡（左） 



１３ 

　
大
正
３
年（
１
９
１
４
）７
月
。 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
と

セ
ル
ビ
ア
の
間
で
戦
争
が
勃
発
。

こ
れ
を
発
端
に
、
以
後
、
４
年
以

上
に
わ
た
り
、
世
界
各
国
を
巻
き

込
ん
だ
戦
争
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

世
に
い
う
第
一
次
世
界
大
戦
で
す
。

こ
の
戦
争
の
背
景
に
は
、
三
国
同

盟
を
結
ん
だ
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
を
中
心
と
す
る

同
盟
国
と
、
三
国
協
商
を
結
ん
だ

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア

を
中
心
と
す
る
連
合
国
の
対
立
が

あ
り
ま
し
た
。
日
本
も
ま
た
、
自

国
の
権
益
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る

意
図
の
も
と
、
日
英
同
盟
を
理
由

に
参
戦
を
決
定
。
８
月
に
ド
イ
ツ

に
宣
戦
布
告
し
、
東
ア
ジ
ア
で
の

ド
イ
ツ
の
拠
点
で
あ
る
青
島
と
、

南
洋
諸
島
の
攻
略
に
乗
り
出
し
ま

し
た
。 

　
さ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
帰

国
し
た
静
雄
は
、
軍
艦
の
副
長
や

海
軍
砲
術
学
校
の
教
官
な
ど
を
経

て
、
大
正
３
年
４
月
に
巡
洋
艦
筑

波
の
副
長
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
開
戦
後
の
同
年
１０
月
、
第

一
南
遣
支
隊
と
し
て
南
洋
諸
島
に

派
遣
さ
れ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、

東
カ
ロ
リ
ン
諸
島
の
占
領
作
戦
に

参
加
。
こ
の
う
ち
、
１０
月
７
日
の

ポ
ナ
ペ
島
（
現
ポ
ン
ペ
イ
島
）
攻

略
戦
で
は
、
陸
戦
隊
司
令
と
な
り
、

占
領
作
戦
後
約
２
週
間
、
治
安
維

持
の
た
め
、
ポ
ナ
ペ
島
守
備
隊
指

揮
官
と
し
て
現
地
に
滞
在
し
ま
し

た
。 

　
こ
の
と
き
静
雄
は
、
ふ
た
つ
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は

『
椰
子
栽
培
法
』
の
原
著
を
入
手

し
、
こ
れ
を
日
本
語
に
訳
し
た
こ

と
で
す
。
序
文
に
よ
れ
ば
、
近
年

日
用
品
の
原
料
と
な
る
ヤ
シ
油
の

需
要
が
増
え
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
日
本
で
は
関
心
が
低
く
、
わ

ざ
わ
ざ
南
方
で
土
地
を
借
り
て
ゴ

ム
な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
日
本
人

資
本
家
が
い
る
が
、
今
後
は
ゴ
ム

よ
り
も
有
益
な
ヤ
シ
の
栽
培
を
す

る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
栽
培
方
法
を
記
し
た
文
献

が
な
い
こ
と
は
、
今
後
事
業
を
展

開
す
る
に
あ
た
っ
て
障
害
と
な
る

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

よ
い
文
献
が
あ
っ
た
の
で
翻
訳
し

た
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。 

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
占
領
中
に
、

ポ
ナ
ペ
島
や
同
地
の
先
住
民
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
集
め
た

こ
と
で
す
。
防
衛
省
防
衛
研
究
所

に
残
さ
れ
た
資
料
の
中
に
、
ポ
ナ

ペ
島
占
領
後
間
も
な
い
こ
ろ
に
、

静
雄
が
こ
の
地
の
地
理
や
気
候
、

民
族
、
文
化
、
風
習
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
統

治
方
法
の
失
敗
を
踏
ま
え
、
今
後

の
日
本
の
統
治
の
あ
り
方
に
つ
い

て
講
演
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。
（
「
南
洋
群
島
「
ポ
ナ
ペ
」

開
拓
に
関
す
る
所
見
」
）。 

　
静
雄
が
現
地
に
滞
在
し
た
期
間

は
短
か
っ
た
た
め
、
ポ
ナ
ペ
島
に

関
す
る
調
査
記
録
は
全
て
を
自
分

で
調
べ
た
も
の
で
は
な
く
、
大
半

は
先
の
占
領
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
が

残
し
た
資
料
を
ま
と
め
た
も
の
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
お
そ
ら
く
静
雄

が
占
領
作
戦
の
指
揮
官
と
な
っ
た

の
は
、
彼
の
ド
イ
ツ
語
能
力
も
関

係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
生
涯
に
多
く
の
南
洋
に
関
す
る

著
書
を
残
し
た
静
雄
で
す
が
、
実

は
、
現
地
を
訪
れ
た
の
は
、
少
尉

候
補
生
と
し
て
南
洋
に
立
ち
寄
っ

た
と
き
と
、
こ
の
占
領
作
戦
時
だ

け
で
し
た
。
後
年
、
体
の
自
由
が

利
か
ず
、
現
地
に
調
査
に
行
く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
静
雄
に
と
っ

て
、
こ
の
と
き
の
経
験
は
と
て
も

貴
重
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
特
命
助
教
　 

井
上
　
舞

 

松
岡
静
雄
、
南
洋
に
行
く 

第３９話 

い
　
と 

チ
ン
タ
オ 

や
　
し 

『椰子栽培法』 
（出典：国立国会図書館 
　デジタルコレクション） 

や　し 

南洋諸島 



　
福
崎
町
で
は
、
日
本
民
俗
学
会

の
研
究
奨
励
賞
に
副
賞
を
贈
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
賞
は
３５
歳
未
満
の

次
世
代
の
民
俗
学
を
担
う
若
手
研

究
者
へ
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
平
成
３０
年
度
は
、
及
川
祥
平
さ

ん
（
成
城
大
学
文
芸
学
部
専
任
講

師
）
の
著
書
『
偉
人
崇
拝
の
民
俗

学
』
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
１０
月
１３
日
（
土
）
駒
澤
大
学
で

開
催
さ
れ
た
日
本
民
俗
学
会
第
７０

回
年
会
で
研
究
奨
励
賞
表
彰
式
が

執
り
行
わ
れ
、
福
崎
町
賞
・
金
１０

万
円
を
贈
り
ま
し
た
。 

※
受
賞
著
書
は
柳
田
國
男
記
念
館
と

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
・
図

書
館
・
八
千
種
研
修
セ
ン
タ
ー
）

で
閲
覧
で
き
ま
す
。 

日
本
民
俗
学
会
　
研
究
奨
励
賞
表
彰
式 

　
福
崎
町
で
は
、
町
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象

に
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
調
査
研
究
し
た
作

品
を
募
集
し
、
優
れ
た
作
品
に
は
「
柳
田
國
男

ふ
る
さ
と
賞
」
を
贈
り
表
彰
し
て
い
ま
す
。 

　
優
秀
作
品
７９
点
は
、「
子
ど
も
ふ
る
さ
と
展
」

で
展
示
し
て
い
ま
す
。
小
・
中
学
生
の
力
作
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

会
　
期
　
１２
月
９
日（
日
）ま
で 

場
　
所
　
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
２
階 

　
　
　
　
会
議
室 

問
い
合
わ
せ
先
　
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

（
　
２２
・
１
０
０
０
） 

「
第
６
回
子
ど
も
ふ
る
さ
と
展
」
開
催
中 

　
文
化
財
は
、
地
域
の
歴
史
を
伝

え
て
く
れ
る
大
切
な
も
の
で
す
。

か
け
が
え
の
な
い
郷
土
の
歴
史
遺

産
を
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
未
来
へ

守
り
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

１１
月
は 

文
化
財
保
護 

強
調
月
間
で
す 

町指定文化財（史跡） 
 相山古墳（西大貫） 

日　時　１２月９日（日）　１３：３０～ 
場　所　歴史民俗資料館２階 
材料費　１００円 
持ち物　筆記用具、彫刻刀 
定　員　４０名　※要申込 
申込先　柳田國男・松岡家記念館 
　　　　（　２２－１０００） 

開
館
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

祝
日
の
翌
日（
土
・
日
曜
の
場
合
は

開
館
）、
１２
月
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下
車
、

タ
ク
シ
ー
約
１０
分
。
車
は
播
但

連
絡
道
路
・
中
国
自
動
車
道
で

福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、
ま
た
は

国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
平
成
３０
年
１１
月
１
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
１
０
０
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
念
館
） 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
民
） 
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利
用
案
内 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

歴
史
民
俗
資
料
館 

市
　
川 

P

福
崎
駅 

←
山
崎
へ 

→
甘
地
へ 

健
康
福
祉 

　
事
務
所 

老
人
ホ
ー
ム 

柳
田
生
家 三木家住宅 

もちむぎの 
　　やかた 

交
番 

町
民
第
一 

グ
ラ
ン
ド 

記
念
館 

→
北
条
へ 

福崎IC

新
町
信
号 文 

郵便局 

高
速
道
路
出
口 

生
野
へ
↑ 

国
道
３
１
２
号 

播
但
連
絡
道
路 

中　国　自　動　車　道 

姫路へ↓ 

資料館 

←
姫
路
へ
 

福崎町役場 

N

P

一方通行 

　
川
北
信
号 

　
川
信
号 

《付近見取図》 望郷の丘 北野天満神社 

鈴ノ森 
神社 

学問成就の道 

　
今
年
も
岩
田
健
三
郎
さ
ん
に

よ
る
版
画
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

版
画
で
手
作
り
の
年
賀
状
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 
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受賞者の及川さん（右）と　寄教育長 

家
族
み
ん
な
で 

見
に
き
て
ね
〜
！！
 

た
く
さ
ん
の
応
募 

あ
り
が
と
う
！ 



農業委員会

農業委員会 
だより 

農
地
の
Ｑ
＆
Ａ 

Ａ
　
原
則
、
農
業
委
員
会
へ

の
届
出
、
も
し
く
は
県
知
事

の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

今
回
、
家
が
建
築
さ
れ
農
地

で
な
く
な
っ
て
か
ら
、
か
な

り
の
年
数
が
経
過
し
て
い
ま

す
。
こ
の
場
合
、
下
記
の
①

か
ら
③
の
条
件
を
全
て
満
た

せ
ば
、
農
業
委
員
会
へ
「
非

農
地
証
明
書
」
の
交
付
申
請

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

発
行
さ
れ
た
証
明
書
を
添
付

し
、
法
務
局
へ
地
目
変
更
の

登
記
申
請
を
す
る
こ
と
で
、

登
記
上
の
地
目
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

①
非
農
地
と
な
っ
て
か
ら
２０

年
以
上
経
過
し
、
農
地
へ

の
復
旧
が
著
し
く
困
難
で

あ
る
こ
と 

②
農
地
法
に
よ
る
違
反
転
用

の
処
分
の
対
象
と
な
っ
た

土
地
で
な
い
こ
と 

③
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に

関
す
る
法
律
に
定
め
る
農

用
地
区
域
で
は
な
い
こ
と 

　
な
お
、
申
請
地
に
一
部
で

も
農
地
が
残
っ
て
い
た
り
、

耕
す
こ
と
に
よ
っ
て
農
地
に

復
元
可
能
で
あ
れ
ば
、
非
農

地
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

　
非
農
地
証
明
書
の
申
請
方

法
や
添
付
書
類
な
ど
の
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
福
崎

町
農
業
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
 

問
い
合
わ
せ
先 

○
証
明
書
に
関
す
る
こ
と 

福
崎
町
農
業
委
員
会 

（
農
林
振
興
課
内
　

内
線
３
１
３
） 

○
地
目
変
更
の
登
記
申
請
に

関
す
る
こ
と 

神
戸
地
方
法
務
局
姫
路
支
局 

　
０
７
９
・
２
２
５
・
１
９

１
５ 

Ｑ
　
昭
和
４０
年
前
後
に

建
て
た
家
の
老
朽
化
が

目
立
っ
て
き
た
た
め
、

建
て
替
え
よ
う
と
し
た

と
こ
ろ
、
家
の
敷
地
の

地
目
が
田
の
ま
ま
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
地
目

を
宅
地
に
変
え
た
い
の

で
す
が
、
ど
う
い
う
手

続
き
を
す
れ
ば
い
い
で

す
か
？ 

　町内幼児園、小学
校の子どもたちが体
験農園で芋ほりをし
ました。 
　体験農園は営農組
合や地域の方々にお世話になり毎年実施し
ています。 
　つるがあると掘りにくいので、子ども達
が掘るまでに切ってくださっています。幼
児園の子ども達はスコップでもなかなか掘
るのが難しいため、掘りやすいようにある
程度掘り起こしてくださっています。子ど
も達は大きなおいもがざくざく出てきて大
喜びです。手間ひまがかかっても、子ども
たちに地域のおいしいものを伝えたい。子
どもたちが抱えて帰ったおいもには、そん
な思いがつまっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

（農林振興課） 

食 育 通 信 
～子どもたちの体験農園～ 

≪材料≫（１人分） 

・ゆでもち麦...６０ｇ 

・かぶ（葉つき）...１個 

・あさり水煮缶...４０ｇ 

・牛乳...１００ml 

・生クリーム...大さじ１・１/２ 

・塩、こしょう...適量 

１人分 
２９５kcal　食物繊維 ４ｇ 

≪作り方≫ 

①かぶは皮をむいて１cm角に切る。かぶの葉は２cmの

長さに切る。 

②鍋にかぶの葉以外の材料をすべて入れて火にかけ、かぶ

に火が通るまで煮る。塩、こしょうで味を整え、火を止

める直前にかぶの葉を加え、器に盛る。 

　あさりは鉄の含有量が多く、牛乳に含まれる
良質のたんぱく質とかぶの葉のビタミンＣがコ
ラボして、貧血気味の方におすすめの一品。ま
た、かぶには消化をたすけるジャスターゼが豊
富で、食物繊維の多いもち麦を生クリームでま
ろやかに仕立てた栄養価の高いリゾットです。 

出典：都築仁子他監修「簡単おいしい！もち麦ダイエットレシピ」，宝島社，２０１６ 

神戸医療福祉大学　 
豊山先生の一言メモ 

かぶがひとつあ
れば、 

根菜と青みの両
方に活躍☆ 

かぶがひとつあ
れば、 

根菜と青みの両
方に活躍☆ 
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日　　時　１２月１日（土）１０：００～（受付９：３０～） 

集合場所　姫路市農業振興センター 

　　　　　（姫路市山田町多田１１７４－４７） 

参 加 費　無料 

募集人員　２００人 

コ ー ス　姫路市農業振興センター→奥池→大沢・

長池南→銀の馬車道・岡庭酒造→長池西・南→

春日山キャンプ場（昼食・休憩）→蛇塚→恵美酒

神社→一石一字法華塔→諏訪神社→多田廃寺跡

→姫路市農業振興センター 

そ の 他　①昼食は各自用意（豚汁無料配布） 

　　　　　②駐車場あり 

申込期限　１１月２１日（水） 

申込方法　所定の申込書、ハガキ、ＦＡＸ、メール

での申込。参加者全員の住所・氏名・年齢・電

話番号を記載。※代表者に○を付けてください。

（代表者に案内を送付します。） 

申し込み・問い合わせ先 

○西光寺野土地改良区（主催） 

　〒６７９－２２０３　神崎郡福崎町南田原２１３１ 

　　・FAX ２２－００３６ 

　メール：saikoujino@nifty.com 

○農林振興課（内線３１１）※問い合わせのみ 

第16回 

伊勢大神楽がやってきます！ 

　国指定重要無形文化財の伊勢

大神楽が今年も福崎町にやって

きます。 

　あでやかな獅子舞や、傘まわ

し・皿まわしなどの曲芸をぜひ

ご覧ください。 

日時　１１月１０日（土） 

　　　１３：００～１４：００ 

場所　柳田國男・松岡家記念館前広場 

問い合わせ先　柳田國男・松岡家記念館 

　　　　　　　（　２２－１０００） 

お正月用ランを使った 

寄せ植え教室開催！ 
　新年を迎える準備のひとつとして、玄関を華や

かに飾るランを使った寄せ植えを作ってみませんか。

県立フラワーセンターの先生に植え方・手入れの

仕方を教えていただきます。ぜひご参加ください。 

日　　時　１２月２２日（土）１０：００～ 

場　　所　文化センター　小ホール 

参 加 費　３,５００円 

　　　　　（材料費のみ） 

募集人数　３０人 

持 ち 物　軍手・スコップ 

申込期限　１２月６日（木） 

申し込み・問い合わせ先 

文化センター　　２２－３７５５ 

　福崎町の豊かな自然と歴

史が調和した自然歩道を散

策し、深まりゆく秋の一日

を過ごしませんか。 

　今年は田原・八千種・大

貫地区を舞台に、名所や神

社仏閣を巡るコースで開催

します。 

日　　時　１１月２３日（金・祝）８：００受付開始 

集合場所　田原小学校グラウンド 

　※小雨決行 

　※未就学児は保護者同伴でご参加ください。 

参 加 費　２００円 

コ ー ス 

①のんびりコース（約８㎞） 

柳田國男生家や神積寺などを巡るコース 

②ファミリーコース（約１２㎞） 

日光寺山などを巡るコース 

③健脚コース（約２０㎞） 

春日山などを巡るコース 

事前申込　１１月１６日（金）まで 

　※当日申込も可能（当日８：００～９：００会場受付） 

申込方法　電話かＦＡＸで、参加者全員の氏名、

住所、性別、年齢、電話番号、参加するコース

をお知らせください。 

申し込み・問い合わせ先 

　住民生活課（内線３７２）FAX２２－５９８０ 

〈第29回〉 
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１７ 

世界の音楽の旅と 
　「ヘンゼルとグレーテル」 

日時　１２月９日（日）１４：００～１５：３０（１３：３０開場） 
場所　エルデホール　メインホール 
出演　神戸クラシック協会 

ウイリアム・テル序曲（スイス/マリンバ） 
サンタ・ルチア（イタリア/ソプラノ独唱） 
トルコ行進曲（トルコ/ピアノ連弾） 
剣の舞（ロシア/マリンバ） 
ふるさと（日本/ソプラノ独唱） 
威風堂々（イギリス/ピアノとマリンバ）他 
＊都合により曲目を変更する場合があります。 

　小さなお子さまから大人まで、幅広い世代の方
が楽しめます。ぜひお越しください。 
問い合わせ先　文化センター（　２２－３７５５） 

県民芸術劇場 生活科学教室公開講座 

年末年始のおもてなし和食教室 
　クリスマスやお正月の集まりなど、年末年始は
なにかとあわただしい時期。予想外のお客様の訪
問に、あわてておもてなし料理を考えることも。
そんな忙しい年末年始にお役立ちの料理を学びます。 
日　時　１２月１１日（火） 
　　　　１０：００～１３：００ 
場　所　生活科学センター 
講　師　平田千代美 
参加費　材料費３００円 
定　員　３５人（先着順） 
申込期間　１１月７日（水）～１１月２７日（火） 
持参物　エプロン・三角巾・筆記用具 
申込先　生活科学センター 
　　　　　２２－４９７７（月曜日休館） 
協　賛　消費者の会 

場　　所　神戸医療福祉大学　Ｂ棟８階 
時　　間　１１：００～１２：２０（受付１０：３０～） 
受 講 料　１講座３００円 
定　　員　各回５０人 
アクセス　福崎駅からスクールバス利用可 
　　　　　（１０：２５発・無料）　※駐車場完備 
申込方法　ＨＰ、電話またはメールで、氏名・

参加希望日・人数・交通手段をお知
らせください。（当日参加も可） 

問い合わせ先　神戸医療福祉大学 
　庶務課　　２２－２６２０ 
　ホームページ http://www.kinwu.ac.jp 
　Eメール kokaikoza@sw.kinwu.ac.jp

１１月１４日 
（水） 

教授　　　 
豊 山 恵 子 

講師　　　 
山 本 浩 二 

教授　　　 
杉 野 竜 美 

准教授　　 
小 田 栄 子 

スーパーフード 
“もちむぎ”の健康効果 

運動で脳を活性化！ 
～認知作業トレーニングの体験～ 

発展途上国　カンボジアの今 

１１月２１日 
（水） 

あなたの老後の安心 
～外国人介護福祉士の誕生～ 

１２月１２日 
（水） 

１２月５日 
（水） 

日程 講師 テーマ 

平成３０年度　　　　　　 
神戸医療福祉大学 
公開講座のご案内 

播州福崎秋祭りの写真を募集しています 
　祭りの見どころや、自

慢の屋台の写真など、思

い出の１枚をホームペー

ジに載せてみませんか？ 

　詳しくは福崎町ホーム

ページをご確認ください。 

■福崎町ホームページ 

　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/００００００１５０９.html 

問い合わせ先　企画財政課企画係（内線２３２） 

「福祉と健康のプロモーション：新たな未来に向かって」 

入場無料 

第１部世界の音楽の旅 

フンパーディング作曲 

第２部オペラ「ヘンゼルとグレーテル」 

特別指定区域の変更及び 
関係図書の縦覧について 

　福崎町土地利用基本計画等にもとづき県に対
して申出を行った下記の地区が、特別指定区域
に指定及び指定の変更がなされ、県公報により
告示されましたのでお知らせします。 
　また、関係図書を永久縦覧に供しますので併
せてお知らせします。 
・兵庫県告示第８８２号 
・指定した日　平成３０年１０月１２日 
・地区名　西大貫地区、南大貫地区、東大貫地区、
　　　　　山崎地区、西谷地区、高橋地区 
・関係図書の縦覧場所　まちづくり課 
・縦覧時間　８：３０～１７：１５（閉庁時を除く） 
問い合わせ先　まちづくり課（内線３３６） 

（注）写真は昨年のものです 


